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教材６―　　　書く

　四年生のみんなは、三年生とチームを組んでドッジボール大会をすることになりました。三年生はドッジボールのルールは知っていますが、まだ始めたばかりなので、どんなところに気を付ければよいか分かりません。そこで、グループで、ドッジボールのポイント（気をつける点やうまくなるこつ）について話し合い、三年生のチームに説明をすることになりました。話し合いで出た次の意見を整理し、説明のための原こうを書いてみましょう。
話し合いで出た意見メモ
このままでは、分かりにくいので、次のように整理しました。（次ページにつづく）
①全体に関わるドッジボールで大切なポイント　②ボールをよけるときのポイント　③ボールをとるときのポイント　④ボールを投げるときのポイント
この４つのポイントに分けて説明することにしました。次の□にメモをせいりしてみましょう。
メモの整理

これをもとにして、説明の原こうをかいてみましょう。最後に、楽しくゲームするためのポイントも考えてつけくわえましょう。

　　


　　　　　


・ボールは正面でとる。


・後ろを向いてにげない。（前を向いたままさがる。）


・むねより高いボールの時はしゃがんでよける。


・あいての足元や正面から少しずらしたところに投げるととり


にくい。


・足元にきたボールはジャンプするか足を開いてよける。


・ボールから目をはなさない。


・低いボールはしゃがんでとる。


・あいてが近くから投げてきたときには体をひねってよける。





(1)





①全体に関わるドッジボールで最も大切なポイント


・ボールから目をはなさない。


・後ろを向いてにげない。（前を向いたままさがる。）


②ボールをよけるときのポイント


・むねより高いボールの時はしゃがんでよける。


・足元にきたボールはジャンプするか足を開いてよける。


・あいてが近くから投げてきたときには体をひねってよける。


③ボールをとるときのポイント


・ボールは正面でとる。


・低いボールはしゃがんでとる。





④ボールを投げるときのポイント


・あいての足元や正面から少しずらしたところに投げるととりにくい。








今から、ドッジボールをするときに気をつける点やうまくなるこつについて説明します。


第一に、ドッジボールの最も大事なポイントを説明します。それは、ボールから目をはなさないようにすることです。後ろを向いてにげないで、必ず前をむいたまま下がるようにします。


このことが、最も大切なポイントです。


　第二に、よけるときのポイントです。むねよりも高いボールは、しゃがんでよけます。また、足元に来たボールはジャンプするか足を開くとよいでしょう。相手が近くから投げた時は体をひねるようにしてよけます。


　第三に、ボールをとるときのポイントです。まず、ボールは体の正面でとるようにします。低いボールの時にはしゃがんで取るようにするとよいでしょう。


　第四に、ボールを投げるときのポイントです。あいての足元や体の正面から少しずらしたところなど、相手の取りにくいところやよけにくいところにむけて投げるとよいでしょう。


　最後に、楽しむためのポイントです。ドッジボールは上手な人だけが楽しむためにやるのではありません。みんが、楽しくなるようにルールをしっかり守りましょう。


　これで、ドッジボールのポイントについての説明を終わります。




















